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深部静脈血栓症の発症予防に有効な

間欠的空気圧迫装置の開発

はじめに

人工謄・股関節■換術などの下肢手術後に

発生する深部静脈血栓症 (Deep Vein
Thrombosis:以 下DVT)は 、致死的な肺
塞桂症をきたす原因となる術後合併症である。

その予防として、副作用のほとんどない問

欠的空気圧迫装置 (Intermittent Pneu‐

matic Compression:以 下IPC)が有効で

あるとされ、 Plantar venous compres‐

sion(以下, Foot pump)力 t世界的に広く

用いられている1213、 _方、足部だけでな
く下肢全体を覆うCalr thigh pneuma● c

compression (以下、 Calf―thigh pump)

もDVTの 予防に有効であると報告415,さ れ
ている。我々もCalf‐ thigh pumpを股関節

術後のDVT予 防に臨床応用 し、従来の
F∞t pumpと の比較検討を行い、その有効
性を報告した6、 さらに Westrichら "は
7種類のIPCを 比較検討し、血流量に関して

はCalf thigh pumpが最大であるが、血流

速度に関しては inflation■ me が短い
Calf foot pumpが 最適であったと述べて
いる。本研究ではこれらの点をふまえ、既

存のCar thigh pumpよ り空気流入速度
が急速で、さらに足底・下腿・大田のair

chamberが静脈血流に同期するよう工夫
した新たな F∞t calf thigh pump、 福岡
大式IPC(日 京工器社製)を作成し、この効
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果を評価した。

1.対象および方法

本研究における新しい福岡大式 IPC(図 1)

の仕様は、片側下肢3カ所のchamberで 、
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らの は遠位より順次圧迫することにより血

流が加速すると報告している。そこで我々は、

静脈血流速度と足底一下腿長・下腿一大腿長

を考慮し、下腿 chamberが足部 cham―
ber の1.0秒後、大腿  chamberが 下腿
chamberの 1.0秒後に最大収縮となるよう

設定した。

健常人20肢 (年齢平均22.7歳 、Body

Mass lndex 平均21.7)を 対象として、

既存の Calf thigh pump、  Calf foot

pumpお よび福岡大式IPCを それぞれ装着
させ、大腿静脈血流速度を比較した。さら

に全人工股関節置換術術後患者5例 (年齢平

均70.8歳 、BMI平均27.7)を 対象に、福岡

大式IPCに よる静脈血流速度の変化を計測

した。血流測定部位は、嵐径靱帯よ り約

表 2.健常人大腿静脈血流速度 (cm/s)

最大血凍蕉度    平均血洸燿鷹

雄皮  鷲加率   速度  綱加ギ

よ り速かった。福岡大式IPC(179.7%)
では、さ らに血流速度の増大 を認めた。平

均血流速度の結果 も同様であつた。

一方、患者群では福岡大式IPC装 着時最

高血流速度は16.18cm/s(安 静時比 :147.0%)、

平均血流速度は 8.72cm/s(136.5%)で あ

った。

Ⅲ.考 察
現在多 くのIPCが 市販 されている。 中で

も足部のみを圧迫する Foot pumpが 最 も

―般的で、 簡便かつnursing  compliance

に優れ、世界的に広 く用いられている
1)2)3、

Foot pump を用いたDVTの 発生率は、
Fordyce ら1)に よると5%、 Bradleyら 2)

によると6.6%、 Warwickら 3)に よると
18%と 報告されている。一方、Calf― thigh

pumpを 用いた近位型DVTの 発生率は、
Woolsonら 4)に よると6%、 Hookerら 5)

によると3.8%で ある。 いずれ も、 Foot

pumpを 用いた場合の発生率とほぼ同様で

ある。しかし Foot pumpの場合、遠位型

のDVTは減るが、一回の拍出量が約30mI
と少量なためPEの 誘因となる近位型DVT
の予防効果に乏しいのではないかとの指摘

7)

がある。

Foot pumpに より下腿の静脈血流速度

が250%増大 した8)と 報告されている。さ

らに数種類のIPCを 比較評価したWestrich

ら7)は、calf―thigh pumpが最も血流量

を増加させるが、一方、Calf― foot pump

やFoot pumpは 、血流速度をより増大さ

せると述べている。そ こで我々は、Calf

thigh pumpに 血流速度の増大効果も持た

せ るため に、圧迫圧 と空気流入時間 を

Calf foot pump とほぼ同様にした福岡

大式IPCを 製作し、 この効果を他の2種類

のIPCと 比較検討した。

今回の締果では、Calf foot pumpは
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2cm遠位で、大腿動脈の波形を指標に、そ

の内側の静脈波形が得 られる位置とした。

静脈波形は、プローブを体表面に対し60°

の角度にあて、拍動のない近位方向への血

流を計測した。血流計測には超音波血流計 :

Smartdop50(林電気社製)を用いた。

Ⅱ.結 果

健 常 人 の 安 静 時 の 最 高 血 流 速 度 は

414.54cm/s、 平均血流速度は8.54cm/sで

あつた(表 2)。

最高血流速度は WestriChら の報告7)と

同様、Calf―foot pump装着時 (安静時比 :

149,9%)が、 Calf thigh pump(139.4%)
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Westrich らの報告7)と 同様、Calf
thighpumpよ り大腿静脈の血流速度を増
大させた。さらに福岡大式IPCは 、既存の2

種に比し、有意に血流速度を加速させた。

このことよりIPCに より静脈環流の増大を

期待する場合、適正な圧迫速度と静脈血流

速度に同期した収縮サイクルが有効ではな

いかと考えられた。これ らの方法で静脈環

流を増大させることは、血栓形成予防によ

り効果的ではないかと思われた。

一方IPCの 危険性 として、既往症や外傷

数日後などでIPCの初回施行前にDVTが存
在 している場合、その施行により肺塞栓症

を引き起こす事が考えられる。我々は、股

関節の術前に、全例 D―dimer910を 測定し、
術前のDVTの 除外指標の一助としている。
今回の福岡大式IPCは 、静脈環流の増大に

加え、血流速度の加速に優れている。一方、

欠点として従来の Foot pumpに 比し、着
脱などの nursing complianceが 問題点
であり、施行の簡素化と時間の短縮などが

今後の課題であると考えられた。

まとめ

最 も静脈環流量が優れているとされる

Calf― thigh pump lこ 、圧迫圧と空気流入

速度に工夫を加えた福岡大式IPCは 、静脈

血流の加速効果にも優れていた。

この研究は 「財団法人日本股関節研究振

興財団」の研究助成による。
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